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押
野
村
は
昭
和
三
十
二
年
に
金
沢
布
と
野
々
市

町
へ
分
村
合
併
し
て
消
滅
し
た
村
で
あ
る
。
そ
の

論
難
野
村
は
、
手
取
川
翼
状
地
平
西
部
に
位
鍛
す

る
金
沢
市
近
郊
農
村
で
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
村

は
加
賀
平
野
早
場
米
の
産
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
基

本
に
疏
註
栽
培
と
酪
農
を
と
り
入
れ
た
近
郊
農
業

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
村
の
棄
都
の
繭
金
沢
駅

周
辺
は
、
戦
後
工
場
地
帯
と
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
歴
史
的
に
は
、
中
世
三
三
氏
の
本
拠
に
近
く
、

ま
た
畔
向
一
揆
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

近
世
に
あ
っ
て
は
、
　
『
耕
稼
春
秋
』
を
著
し
た
土

麗
又
三
郎
の
御
供
田
村
と
間
じ
十
村
組
に
属
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
．

生
産
の
比
較
的
高
度
に
発
達
し
た
開
け
た
村
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
村
史
編
纂
の
た
め
の
準
備
・
調
査

過
程
で
二
つ
の
縄
文
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
押
野
村
史
は
、
村
の
村
史
編
集
委

員
会
と
石
用
県
の
史
学
地
理
学
関
係
の
五
つ
の
学

会
に
よ
る
押
野
村
調
査
委
員
会
の
共
同
に
よ
っ
て

虞
つ
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
内
容
構
成
は
は
じ

め
約
三
分
の
一
の
頁
数
を
「
第
一
部
　
押
野
村
の

歴
史
」
と
し
て
比
較
的
簡
略
な
通
史
に
、
後
の
三

分
の
二
を
「
第
二
部
　
押
野
村
の
調
査
」
と
し
て

調
査
・
研
究
報
告
に
あ
て
て
い
る
。
本
書
の
特
徴

は
何
よ
り
も
、
こ
の
後
者
の
存
在
に
あ
る
。
最
近
、

『
西
宮
市
史
」
『
布
施
市
史
臨
な
ど
、
調
査
過
程

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
報
告
を
出
し
な
が
ら
通
史
と

し
て
の
市
町
村
史
を
編
集
す
る
例
を
み
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
れ
が
一
難
の
本
に
含
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
　
一
般
住
斑
は
専
門
的
で
難

解
な
論
文
の
並
ん
で
村
史
を
受
取
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
、
や
は
り
欠
点
と
い
う
べ
き
点
が
指
摘
さ

れ
る
反
面
、
一
つ
の
村
に
集
中
し
て
十
数
篇
の
報

告
・
研
究
を
得
た
こ
と
に
よ
る
専
門
研
究
春
の
便

宣
は
非
常
に
大
き
い
。

　
調
査
篇
の
内
容
を
、
ご
く
簡
単
に
の
べ
よ
う
。

ま
ず
地
理
篤
は
五
つ
の
論
・
文
よ
り
な
り
、
、
理
念
肇

氏
は
土
壌
・
気
候
；
地
下
水
等
の
自
然
条
件
、
斎

藤
外
二
氏
は
灌
概
、
矢
ケ
瞬
孝
雄
氏
は
人
口
と
集

落
、
斎
藤
晃
吉
琉
の
近
郊
水
田
農
業
、
籔
内
芳
彦
・

柿
ホ
典
昭
両
氏
は
工
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
研

究
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
理
篇
で
は
、
と
く
に

地
下
水
と
人
文
地
理
上
の
諸
関
係
に
つ
い
て
多
く

触
れ
て
お
り
、
か
つ
興
味
ぶ
か
い
。

　
民
俗
篇
は
、
林
の
ぼ
る
氏
の
村
の
年
中
行
事
、

長
髪
博
男
氏
の
虫
送
，
、
小
倉
学
氏
の
富
樫
氏
に

か
ら
ま
る
稲
荷
信
仰
、
今
村
充
夫
氏
の
婚
姻
・
産

育
・
葬
謂
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
す
る
四
つ
の
研
究
・

報
告
。
ま
た
歴
史
篇
六
論
文
は
、
辰
重
三
・
橋
本

秀
一
郎
両
氏
の
加
賀
一
向
一
揆
、
若
林
書
三
郎
氏

の
後
藤
家
と
そ
の
文
書
の
解
説
、
荒
木
澄
子
氏
の

初
期
十
村
制
度
、
浅
香
年
木
馬
の
給
人
知
行
、
清

水
隆
久
氏
の
初
期
本
百
姓
、
川
良
雄
氏
の
古
地
図

に
つ
い
て
の
、
各
々
の
研
究
で
あ
る
。
歴
史
篇
は
、

史
料
の
少
な
い
加
賀
平
野
で
は
貴
重
な
旧
十
村
後

藤
家
文
書
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
近

世
中
・
後
期
の
史
料
紹
介
・
報
告
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
考
古
篇
は
、
高
堀
勝
畜
氏
に
よ
る
縄
文
晩
期
前

半
の
八
臼
市
新
保
・
御
経
塚
両
遺
跡
発
掘
結
果
の

報
借
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
た
本
書
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
、
昭
和
三
十
一
・
二
年
頃
の
調
査
結
果
が
、

昭
和
三
十
九
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
公
判
さ
れ
た

の
は
、
他
な
ら
ぬ
分
村
標
題
の
紛
争
に
ま
き
こ
ま

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
書
の
成
立
自
体
が
直
面

し
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
簡
略
な
記
述
に
と
ど
め

て
い
る
の
は
お
し
い
気
も
す
る
が
、
解
体
分
裂
の

後
に
も
か
か
わ
ら
ず
刊
行
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
関

係
者
の
努
力
の
結
実
を
祝
死
し
た
い
。
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